
区
議
会
第
一
回
定
例
会
が
２
月
20
日

～
３
月
16
日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
定
例
会
で
は
予
算
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
中
央
区
の
新
年
度
予
算
案
の

審
議
も
行
わ
れ
ま
す
。

２
月
７
日
に
は
２
０
２
３
年
度
の
中

央
区
予
算
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
、
過
去
最
大
の
約

１
４
８
３
億
円
（
前
年
度
比
18
・
９
％

増
）
と
な
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
日
本
共
産
党
区
議
団
が

長
年
、
求
め
て
き
た
小
中
学
校
と
保
育

園
の
給
食
費
無
償
が
実
現
し
ま
す
。
経

費
は
６
億
３
千
万
円
で
す
。

繰
り
返
し
の
要
求
実
り

日
本
共
産
党
区
議

団
は
、
中
央
区
に
対

し
、
憲
法
26
条
に
あ

る
「
義
務
教
育
は
無

償
」
の
立
場
で
繰
り
返
し
学
校
給
食
費

の
無
償
化
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
中

央
区
は
「
学
校
給
食
法
に
、
給
食
費
は

『
保
護
者
の
負
担
』
と
明
記
さ
れ
て
い

る
」
な
ど
と
否
定
的
で
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
９
月
に
葛
飾
区
が
都

内
で
は
初
め
て
と
な
る
給
食
費
完
全
無

償
化
を
い
ち
早
く
発
表
し
、
千
葉
県
市

川
市
な
ど
も
無
償
化
を
決
定
す
る
な
ど

の
動
き
が
相
次
ぐ
中
、
つ
い
に
中
央
区

で
も
無
償
化
が
決
ま
り
ま
し
た
。

区
議
会
に
無
償
化
を
求
め
る
請
願

（
日
本
共
産
党
区
議
団
は
請
願
の
紹
介

議
員
と
な
っ
て
い
ま
す
）
が
出
さ
れ
た

こ
と
も
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

23
区
で
は
北
区
、
品
川
区
、
荒
川
区
、

足
立
区
（
中
学
校
の
み
）
な
ど
無
償
化

は
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

保
育
園
の
給
食
費
も
無
償
に

さ
ら
に
、
保
育
園
（
３
～
５
歳
児
）

の
保
育
園
の
給
食
費
（
副
食
費
＝
お
か

ず
代
）
も
無
償
化
が
決
定
し
ま
し
た
。

主
食
代
は
既
に
都
内
の
自
治
体
全
て

で
無
償
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０

１
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
」
に
伴
い
、
中
央
区
は

副
食
費
の
実
費
徴
収
を
決
め
、
４
５
０

０
円
を
徴
収
し
て
き
ま
し
た
。

11
月
の
第
三
回
定
例
会
で
、
私
、
奥

村
あ
き
こ
が
「
23
区
中
19
区
が
保
育
園

の
副
食
費
を
無
償
と
し
て
い
る
。
中
央

区
も
無
償
化
を
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

区
長
は
「
無
償
化
を
検
討
す
る
」
と
前

向
き
な
答
弁
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
教
育
費
の
保
護
者
負
担

軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

日本共産党中央区議団ニュース

奥村あきこ
レポート 奥村あきこ事務所 中央区月島2-7-2

電話 3531-7136

区議団控室 電話 3546-5575

中央地区委員会 電話 3551-6820

２０２３年

２月号
【Ｎｏ.103】

日本共産党中央区議会議員

原発ゼロ！子どもたちに安全な未来を

3546-5563（区議団控室）
3551-6820（地区委員会）

毎月第３火曜日３時から
要予約 連絡先は同上

学校給食費保護者負担額はゼロ円に
（一人あたり月額）



学
校
の
教
員
不
足
が
社
会
問
題
と
な

る
中
、
私
は
教
員
不
足
の
解
消
を
議
会

で
繰
り
返
し
求
め
て
い
ま
す
。

中
央
区
で
も
２
０
２
２
年
度
当
初
か

ら
の
欠
員
が
日
本
橋
小
学
校
で
１
名
、

年
度
途
中
か
ら
の
産
育
休
に
よ
る
欠
員

が
中
央
小
学
校
で
１
名
と
、
計
２
名
の

教
員
不
足
と
な
り
ま
し
た
。
教
員
確
保

は
待
っ
た
な
し
で
す
。

・

・

自
治
体
で
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
持
ち
、

教
育
課
程
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

正
規
の
教
員
は

東
京
都
教
育
委

員
会
の
採
用
な
の
で
、
教
員
確
保
に
つ

な
げ
る
取
組
み
を
早
急
に
実
施
す
る
こ

と
で
す
。

山
梨
県
で
は
教
員
の
確
保
の
た
め
、

教
員
と
し
て
就
業
予
定
の
大
学
３
年
生

と
大
学
院
１
年
生
を
対
象
に
、
返
済
が

必
要
な
貸
与
型
奨
学

金
の
返
還
の
一
部
を

補
助
す
る
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
み

も
参
考
に
知
恵
を
尽
く
す
よ
う
、
区
か

ら
も
働
き
か
け
を
強
め
る
べ
き
で
す
。

独
自
に
採
用

で
き
る
非
常

勤
講
師
の
配
置
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と

で
す
。

非
常
勤
や
期
限
付
任
用
な
ど
の
不
安

定
な
雇
用
自
体
は
見
直
し
が
必
要
で
す

が
、
正
規
教
員
の
雇
用
が
拡
大
さ
れ
る

ま
で
の
間
は
一
時
的
に
必
要
で
す
。

教
員
の
長
時
間

労
働
の
解
消
を

図
る
と
と
も
に
、
残
業
代
が
き
ち
ん
と

払
わ
れ
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
な
ど
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

労
働
時
間
内
に
授
業
準
備
が
で
き
る

よ
う
教
員
の
持
ち
授
業
時
数
を
軽
減
す

る
こ
と
や
、
「
定
額
働
か
せ
放
題
」
と

呼
ば
れ
る
公
立
教
員
給
与
特
例
法
（
残

業
代
を
支
給
し
な
い
制
度
）
を
改
正
す

る
な
ど
し
、
教
員
希
望
者
を
増
や
す
こ

と
が
大
事
で
す
。

教
員
が
自
主
性
や
専
門
性
を
発
揮
で

き
る
職
場
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
。

産
休
・
育
休
に
入
る
予
定
の
教
員
の

代
替
教
員
を
年
度
当
初
か
ら
配
置
す
る

た
め
の
加
配
定
数
を
上
乗
せ
し
て
、
十

分
な
人
数
を
措
置
す
れ
ば
、
教
員
不
足

を
発
生
さ
せ
ず
、
学
級
担
任
の
交
代
な

ど
も
円
滑
に
行
え
ま
す
。

・

・

教
員
不
足
は
教
育
の
質
の
低
下
に
直

結
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
権
利
を
侵

し
ま
す
。

４
月
に
教
員
が
欠
員
の
ま
ま
新
学
期

ス
タ
ー
ト
と
い
う
事
態
を
う
ま
な
い
よ

う
、
し
っ
か
り
予
算
措
置
す
べ
き
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
保
障
の
た
め

区議団ホームページ

ぜひご覧ください

軍
事
費
２
倍
化
ス
ト
ッ
プ
を
訴
え

（
勝
ど
き
交
差
点
に
て
／
１
月
27
日
）

「愛と平和のバレンタインパレード」に参加
（銀座にて。２月14日）


